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ヴェーダ語vidh一，古アヴェスタ語vid一

「敬意を表する，捧げる」をめぐる問題

On　Vedic　vidh一，　Old　Avestan　vid一　‘honor，　offer’

アダム・キャット
　　　　　　　Adam　CATT

Abstract　Ever　since　the　influential　proposals　of　Thieme　（1949）　and　Hoffmann　（1969），　the　root　vidh－

is　commoniy　thought　to　have　arisen　by　incorporation　of　the　preverb　vi　with　the　root　dhaH．　viHdha一　mean＄

‘distribute，　allocate’，　and　the　y60t　vidh一　is　usually　assigned　a　similar　semantic　vaiue　in　more　recent

dictionaries　and　transiations．　Based　on　a　carefu1　analysis　of　the　syntax　and　semantics　of　Vedic　vidhmm　and

its　Old　AvestaR　counterpart　vid一，　1　argue　that　the　root　concerned　existed　already　in　Proto－lltdo－lranian

as　a　root　unrelated　to　vi－dhd一．　This　root　appears　in　sacrificiakontexts，　and　its　meaning　is　essentially

‘honor，　offer’，　as　recognized　by　oider　dictionaries．　An　important　result　of　this　study　is　the　finding　that　the

coinmonly　supposed　construction　for　vidh一　in　which　the　recipieltt　is　piaced　in　the　accusative　does　not

appeay　in　the　Rgveda．　This　discovery　allows　us　to　clarify　soine　common｝y　mistranslated　passages　and

misunderstood　constructions．　A　detailed　appendix　of　construction　types　for　vidh一　in　the　Rgveda　and

Atharvaveda　has　been　inc｝uded，

Keywords　Vedic（ヴェーダ語），　Avestan（アヴェス出語），　Indo－lranian（インド・イラン語），

　　　　　　　　Rigveda（リグ・ヴェーーダ），　sacrificial　verbs（祭式動詞）

は じ　め　に

　ヴェーダ語の語根vidh一は，20世紀前半までの先行研究において「（神に）仕える，敬意

を表する，（供物を）捧げる3という意味を有すると考えられた［Petersburger　W6rterbuch，

Grassmann　1872］。このようなvidh一の解釈に初めて異論を唱えたのがPaul　Thiemeである。

Thieme〔1949：36－37］は，次の（1），（2）の例を挙げてvidh一は「分配するji）を表して

いると主張した。

！）Thieme［loc．　cit．］：‘jmδm．　durch　etwas　etwas　zuteiEen’。　G）でも見られるように，ほとんどの

　場合にはvldh－rzutellen分配する」の受益者fjemandem］がギ神」で，そして分配する対象の

　ヂetwas」および手段・道具の「durch　etwas」が何らかの「供物」を表す。
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　（1）　RV　8．23．21ab　（U＄pih）

　　y6　asmai　havydidatibhir
　　who－NoM　3sG－DAT　gifts．of．oblations－INs

　　dihzttim　mdirto　dvidhat
　　oblation－Acc　mortal－NoM　allot－AoR．IND．3SG

　　「供物から成る贈り物を以て，彼（四神Agni）に供物を分配した人間は……劉

　（2）　RV　8．　96．8d　（Tri＄tubh）

　　動遡α解　　　　ta　　　　enti　　　加鳩σ　　　vidlzema

　　vehemence－Acc　2sG－DAT　this－INs　oblation－INs　allot－AoR．opT．lpL

　　「この供物を以て，われら願わくは，汝（lndra）に荒々しさを分配せんことを」3）

（1），（2）では，定動詞avidhat，　vidhemaは，主格に置かれる動作主4）（通常は人間），薄格

に置かれる対象（供物），与格に置かれる憂益者（神〉，そして具格に置かれる手段・道具・付

随物（供物）という4つの名詞句を伴っている。これを表1のように例示することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　表1　vidh一力§｛半う名言司句
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　vidh一が「分配する」を表しているとするこのThiemeの考え方は，彼のvidh一に関する

語源説に基づいている。Thiemeによると，語根と考えられてきたvidh一は本来，　preverb

viおよび語根dha一，すなわちvi－dha一「分配する，配列するなど」にさかのぼるものであ

る。また（1），（2）で見た，供物「を」神「にjという名詞句が現れる事実は，vidh一を

「分配する」と解釈する説の正しさを裏付けているとThiemeは考えた。　Thiemeの説は後

にHoffmann［1969］に詳しく論じられ，現在広く支持されている［EWAia：s．　v．，　Lubotsky

1994，　Jamison　！999，　Garcia－Ram6n　2004，　Witzel＆GOt6　2007，　Jamison＆Brereton　2014など］。

　しかし，この広く受け入れられているvidh一の説には問題がある。　preverb　viが語根

dha一の一部になって心しい語根vidh一ができたというのがThieme説の大前提であるが，

preverbが動詞語根の一部になる例はヴェーーダ語に他に存在しない。また，　vidh一を

vi－dha一から導く場合，この2つの語根に意味が共通すると予測されるが，　vidh一は入間が

2　）　Thieme　［loc，　cit．］　：　’der　Sterbliche，　der　ihm　durch　Gaben　von　Opferspeisen　den　ZuguB　zuteilte

　［，．．．］’．Geldner［RV調：‘Der　Sterbliche，　der　ihm　die　Opferung　durch　die　Opferanteile　recht

　gemacht　hat，．，．’，参考のため，以下のRVからの例にはGeldnerの訳を脚注に記載することにす

　る。

3）　Thieme　［loc．　cit．］　：　‘wir　wollen　dir　durch　diesen　OpferguB　Ungestlim　zuteilen　（schaffen）’，

　Gelclner　CRV　：　］　：　‘wir　wollen　deinem　Mut　mit　diesem　Opfer　huldigen’．

4）動作主は，（2＞のように文脈から分かる場合，名詞句で表さなくてもよい。
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動作主で神が受益者であるのに対してvi－dha一は神が動作主で人閣が受益者である

［Bodewitz　2008：81］。つまり動作主と受益者の観点からvidh一とvi－dha一は相補的な分布

を成していると欝える。

　さらに，vidh一がvi－dha一と語源的につながっている説の裏付けの！つが，　vidh一が「分

配する」という意味にふさわしい名護句（与格の受益者＋対格の供物）を伴っていることで

ある5＞。しかし，大半の場合，vidh一は対格の名詞句を伴わない。またtヴェーダ語の語根

vidh一に対応する古アヴェスタ語の語根v1d一は対格の名詞句を伴っていない。　Id一，　dお一，

saparya一などの「祭式動詞」が取る構文をvidh一の構文と比較することによって，今まで

に理解されなかった重要な違いが見えてくる。1壷，ぬS一，saparya一の場合，受益者は与格ま

たは対格で現れるのに対して，vidh一の例では，受益者は原則として対格で現れない。

vidh一の場合，「与格の受益者＋具格の供物」が最も頻繁に現れる構．文であり，「与格の受益

者＋対格の供物」はこの構文のヴァリアントに過ぎないと考えられる。従ってT「分配する」

という解釈の正当性をvidh一の「与格の受益者＋対格の供物」構文で裏付けようとする

Thiemeの説には根本的な問題がある。

　本稿では，ヴェーダ語vidh一，古アヴェスタ語vid一をめぐる問題を詳しく考察し，　vidh一，

vid一はvi－dha一と無関係で，インド・イラン祖語ですでに存在していた独立した語根

＊（H）uidh一にさかのぼると主張する。

I　vidh一の形式

　vidh一はthematicアオリスト語幹vidh－a一を形成する6＞。　RVにおける形式および在証数

は以下の通りである7）。

　（3）vidh一のRVにおける形式および二二数

　　直説法：bvidhat［3sg．　act］（10x）

　　指令法：vidhat［3sg．　act．］（lx），vidhaR［3pl．　act．］（lx），　vidhanta［3p1．　mid．］（lx）

　　接続法：vidhati［3sg．　act．］（lx）

　　希求法：vidh6ma〔1pl．　act．］（21x），　vidhemahi〔lp1．　mid．3（1x）

5　）　Hoffmanlt　［1969　：　1］　：　“ln　der　Tat　sprechen　die　Fallen，　in　denen　vidh　mit　Akkusativ　1〈onstruiert

　wird，　fUr　Thiemes　Bedeutungsansatz”．

6）　Dhatupatka　（6．　36）　’〈’　WhitRey　［1885：160］，　Macdonell　［19！0：　329－33e］，　Grassrnann　［1872：

　1280］では，vidh一は6類（tudati　type）の現在語幹を形成すると考えられていた［RoffrR猫n　1969｝。

　しかし，vidh一が語根dお一の現在語幹および完了語幹と補充関係にある点と〔Garcia－Ram6n

　2004］，vidh一の直説法がRV（例えば6．54．4＞において過去・直前過去を表しているという点か

　らvidh一は6類現在ではなくthematicアオリストを形成すると考えるべきである。

7）慣翌に従い，使粥樋の中にアクセントのある形式がある場合，それを代表例として挙げている。

　例えば，アクセントのあるvidhemaは2闘のみ認証されており，残りの19回は無アクセントの

　vidhemaであるが，　vidh6maを代表例として挙げている。
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　　分詞（専ら名詞として語彙化されている）：vidh2nt一（30x）

　vidh6maは主唱にのみ現れ，重音節を前に置くことによってtrochaic　cadenceが作られる

ことから，大半の場合　vidh6maはTri＄tubhの行末に置かれる。直説法のavidhatは全て従

属節に現れ，通常は行末に置かれる。指令法のvidhantaおよび希求法のvidhemahiを除い

てvidh一の用例は全て能動態で現れる。以下に中・受動態のvidhanta（4）および

vidhemahi（5）が使われている箇所を挙げる。

　（4）　RV　3．　3．　lab　（Jagati）

　　難燃厩72α7のα　　PrthuPOjase　　　　　viPo

　　VaiSvanara－DAT　o£broad．visage－DAT　ecstasies一一Acc

　　rdtndi　vidhanta　dhartZfle＄u　gditave
　　treasuresmmACC　offer－AOR．INJ．3PL　foundations－LOC　go－INF

　　「広き胸郭をもつ（Agni）Vaigvanaraのため，人々は霊感の心葉を宝玉（真珠）として

　　奉呈す，〔天則の〕根底に達せんがために」8＞

　（5）　RV　8．　19．　16cd　（Satobrhatl）

　　かのア勿z　　tdit　　　　　　te　　　　　5伽α∫8　　　gtZtzcvittamdi

　　lpL－NoM　that－Acc　2sG－DAT／GEN　might－INs　best．pathfinders－NoM

　　indratvotd　vidhemahi
　　helped．by．you．lndra”NoM　offer－AoR．opT．！pL

　　「それ（火神Agniの輝き）を〔この讃歌として〕，　Indraよ，汝の支援をも授かるわれら

　　願わくは，汝に捧げんことを，〔汝の〕力によって最もよく道を発見できる者としてjg）

　（4）では，vidhantaは中・受動態として機能しておらず，能動態と同じ意味を表してい

るとHoffmann［1969：5］は考えた。3入称語尾で特微的な一t一を保持するため，また韻律：

の都合に合わせるために3pl．　actの語罵一anの代わりに3pl．　mid．の一antaを導入する現象は

RVに所々見られる［JamisOn！979］。　Jamisonが指摘しているように，　vidhantaと類似した

意味をもつmahayantaが岡じ讃歌（3．　3．　3b）に現れ，また一antaで置き換えられている形

式が近くの讃歌3．2，3．4，3．　6，3．9にも見られる。これらの点から中・受動態のvidhantaは，

mahayantaとの類推あるいは韻律によるものと思われる。

　上記の（5）のvidhemahiについて，　Hoffmann［1969：6］は中・受動態が機能している

8）　和訳は辻£1970：96］による。Geldner［RV訳］：’Dem　VaiSv2nara　von　breiter　Gestalt　weihen

　sie　die　Redeperlen，　um　auf　sicherem　Grunde　zu　wandeln，　．．．L　Hoffmann　［1969：　5］：　‘dem

　VaiSvanara　rnit　der　breiten　Glanzfiache　tei｝en　sie　ihre　Begeisterungen　als　Gaben　zu，　um　auf　festem

　Untergrund　zu　gehen’．

9　）　Geldner　［RV　’ifL］　：‘（Deinen　Gianz），　in　dem　Varuna，　Mitra，　Aryarnan，　in　dem　die　Ntisatya’s，　Bhaga

　erscheinen，　diesen　wollen　wir　verehren，　die　wir　durch　deine　Macht　die　besten　Pfadfinder　（als

　Dichter）sind，　von　dir，　Indra，　unterstUtzt’，後で論じるように，　vidh一の受益者は呼格で現れない

　のでTここのGeldnerの訳（diesen　．．．　verehren）は不正確だと思われる。
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と主張して，fこれ（輝き）を我らが十分に授かるようにji。1と訳している。8．19．16cのtat

はAgniの「輝き」（dyumna一）を指し，また8．19．15aで「Agniよ，その輝きを〔我らに〕

持ってこい」（tad　agne　dyumnam　2　bhara）という文がある。　vidhemahiが単に「分配する」

を意味するならばAgniから一旦授かった輝きを再びAgniに分配するという考えられに

くい状況になるために，Hoffmannは上のように解釈している。

　上の（3）から分かるように，語根vidh一が定動詞として最もよく現れる形式は1人称複

数の希求1＊　vidhemaである。　DelbrUck［1888：305，330］によると，1人称の希求法は話者

の願望を表し，その願望の達成が話者の能力の範囲内にないときに使うものである。vidh一

が単に「分配する」を意味するなら，その行為の達成は話者の能力の範囲内にあるので，希

求法を使わないはずであるために，従ってvidh一は「分配する」ではなくて「（神が）満足

するまで分配する」を意味するとHoffmann［1969：3］は考えた。　Hoffmannの見方では，

能動態の場合にはvidh一はr（神が）満足するまで分配する（zu　seiner　Zufriedenheit

zuteilen）」を意昧し，中・受動態の場合には「十分に受ける，満足するまで授かる（sich

zur　Zufriedenheit　zuteilen，　genug　bek：ommen）」を意味している。

　しかし，HofflnanRの見方には問題がある。　idh一「焚く⊥das一「奉仕するj，　vad一「話

す」、vidhイ敬意を表する」などの際式動詞」は通常，1人称の希求法でよく使われる

［Macdonell　1916：352］。これらの動詞の1人称希求法は，行為の実現が話者の能力の範囲

内にないことを表しているのではなくて，祭式に特有の雷葉使いを反映している可能性があ

る［Bodewitz　2008：88］　ii）。また，　vidhemahiが中・受動態どして機能しているなら，

vidhantaが中・受動態としてなぜ機能していないかという問題が残る。原則として3p1．　act．

一anを3p1．　mid．一antaで置き換えることができる動詞は，態の区別が機能していないものに

限られている［Jamison！979］。

　また下で詳しく論じるように，vidh一が取る典型的な構文では受益者が与格に置かれる。

（5）のteは与格とも属格とも解釈でき，与格であればvidh一の「与格の受益者＋対格の供

物」構文になる。「輝き」はdhi一「洞察力」のメタファーとして使われ，同じ讃歌8．！9、

14cdでは「〔Agniの〕恩恵を授かる彼（人間）は，洞察力・輝きを以て，あらゆるもの・

人を乗り越える」（vi§vet　sa　dhlbh海subhago　lana血ati　l　dyumnair＿．tariSat）とある。ここ

で重要なのは，dyumna一は人間側に属するもので，　dhl一と並遣されていることから，

dyumna一はだだの「輝き」ではなく「讃歌として具現化された洞察力の輝き」のような意

10）　ffoffmann　［1969：　6］　：　‘diesen　（Lichtglanz）　m6chten　wir　uns　（zur　Zufriedenheit）　zuteileR’，

　‘diesen　（Lichtglanz）　m6chten　wiy　zur　GenUge　erhalteRl　Renou　［1964：66］：‘（cet　eclat），．．　nous

　（autres）puissions　nous　te　servir（en）cela　de（もoute　nos）force（s）．，．’．　Jamison＆Breyeton［2014コ：

　‘in　that　（briHiance）　of　yours　might　we　yeceive　ritual　shares’，

！l）Jamison［2009：35］によると一emaで終わる三人称複数の翰求法は，機能的に1人称複数の接

　続法と岡じでRVにおいて接続法の代わりに使われることがある。
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味を持っている［Bodewitz　2008：91－92］。つまり，8．19．15でAgniから輝きを授かった人

間が，今度8，19．16でその輝きを自らの讃歌として具現し，それをAgniに捧げる12）という

意味になる。

　この見方に従うと，vidhelnahiの中・受動態は能動態と同じような意味になり，従って意

昧以外の要因がvidhemahiの中・受動態の選択に関わっていると考えられる。　vidhemahiは，

8音節から成る行のcadenceに置かれており，この場合の中・受動態の選択は韻律による可

能性がある。岡様な現象はvan一の希求法の形式にも見られる。　van一は通常能動態の希求

法vanGmaを形成するが，8音節から成る行のcadenceに置かれている場合，中・受動態の

vanemahiが1園（RV　7．94．9c）在証されている。

　語根vidh一を考察する際，もう一つ問題となる形式がある。それはRVに3囲現れる

vindha一’eというnasal　infix　thematic現在である。　Nirukta（6．18，　ad　RV　1．　7．　7）では，

vind始一teはvinda－ti　f見つける」で説明されているが，これは単なる音の類似に基づく説明

と思われる。Petersburger　W6rterbuchやGrassエn孤nの辞書では、（3）で見たthematicア

オリストを形成する語根vidh一と，　vindh2－teという現在語幹を形成する語根vidh一が別々

の項昌で扱われている。後者には「（何かが）無くなる，　（何かに）欠けている」という意

味が当てられている13）。

　vindha－teはBook　VIIIと，　BOok　VIIIと密接な関係にあるBook　Iの部分にしか現れない。

また，vindha－teの3例は全て中・受動態で否定辞濾を伴っている。　vindha－teが「（何か

に）欠けている」を意昧するという見方が正しいなら，na　vindh2一‘eは「（称賛などをいく

ら捧げても，その称賛に）欠けることはない，　（称賛が）無くなることはない」を意味する

と考えられる。以下の（6），（7），（8）にna　vindh2－teの例を示す。

　（6）　RV　1．7．7c　（Gayatrl）

　　nd　vindhe　asya　su＄tutim
　　not　be．lacking－pR．lsG　3sG－GEN　good．praise－ACc

　　「われは，彼に対する素晴らしい称賛に欠けることはない」1‘t）

　（7）　RV　8．9．6e　（Brhatl）

　　のyd解　　　vdim　　　　　vats6　　　　mαtib／zir　　nd　vind］zate

　　this－NoM　2Du－GEN／DAT　Vatsa”NoM　thoughts－INs　not　be．lacking－pR．3sG

　　にのVatsaは，汝たちに対する称賛に欠けることはない」i5）

12）8．19．16bのvayamヂ（今度人間側から）われらが」はこの解釈に合う強調機能を持っている

　［Bodewitz　2008：94，　n，　1！］e

13）　Petersburger　WOrterbuch　：　‘leer　werden　voR，　mangeln　einer　Sache　（ins，）’，

14）　Geldner［RV訳⊃：‘ich　kann　mir　doch　in　seinem　Lobe　nicht　genug　tun’．　Hoffmann£！969：6］：

　‘Richt　teile　ich　rnir　zur　GeRUge　（zu　meiner　Zufriedenheit）　seine　Lobpreisung　zu’．

15）　GeldnerこRV訳3：‘dieser　Vatsa　kann　sich　fUr　euch　an（fr◎rnmeB）Gedanken　nicht　genug　tun’．

　Hoffmann　［1969　：　6］　：　‘dieser　Vatsa　tut　sich　fnit　Liedern　fUr　euch　nicht　GenUge’，
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　（8）　RV　8．51．3a　（Brhatl）

　　yd　　　　　栂野46勉7　　　nd　　　vindhdte

　　who－NoM　hymns－INs　not　be．lacking－pR．3sG

　　「称賛に欠けることのない者（lndra）は…」16）

　ド（何かが）無くなる，　（何かに）欠けている」を意味する別の語根vidh一が存在するとい

う前提に基づいて上記の例を訳しているが，Geldner［ad　RV！．7．7］およびHoffmann

［1969］によると，vindha－teを形成するvidh一はthematicアオリストを形成するvidh一と同

じ語根である。上で見たように，Hoffrnannの見方ではvid圧の申・受動態は「十分置受け

る，満足するまで授かる」を意味するので，彼はna　vindha－teを「（称賛などをいくら捧げ

ても・捧げられても）満足しない」と訳している17）。vindha一“eは，語根vid一「見つける」

のアオリストvida一二現在vinda一との類推によってvidh一から二次的に形成されたと

Hoffmann［1969：6］は考えた。

　vindha－teを，　thematicアオリストを形成する語根vidh一と結び付けるHoffmannの説に

は問題がある。thematicアオリストを作るvidh一は2例を除いてすべて能動態で現れ，否定

辞を伴うことはない。Garcia－Ram6n［2004］が示したように，　vidh一とda6一は補充関係に

あり，vidh一からアオリストが作られdas一から現在および完了が作られる。現在vindha－te

もvidh一から形成されるなら，2種類の現在語幹（vidh一から作るものとda§一から作るも

の）が存在するという奇妙な状況になる。以上の問題から，thematicアオリストを形成す

る語根vidh一と，　vindha－teという現在語幹を形成する語根vidh一は別々の語根と考えるべ

きである。PetersbUrger　W6rterbUChのようにvindha－teは「（何かが）無くなる，（何かに）

欠けている」を意味すると考えるのが妥当である18）。

II　vidh一の構文

　vidh一が取る構文を詳しく議論する前に，まずインドの文法家のvidh一の意味についての

説明を見てみよう。Nirukta（10．23）は，　vidh一の意味をvidhatir　dana－karm含「vidh一とはt

与える行為を指す」と説明している。Naighaptuka　1（apda（3．5）ではvidhemaは，類義語

16）　Geldner［RV訳］：‘Der　an　Lobiiedeyn　nicht　genug　bekommt，．．．’，　Hoffmann［1969：7］：‘（Indra），

　der　sich　mit　Liedern　nicht　GenUge　tut　．　．　．　’．

17）Hoffmann［1969］の訳は次の通り：RV　1。7．7c‘nicht　teile　ich　mir　zur　GenUge（zu　meiner

　Zufriedenheit　seine　Lobpreisung　zu’，　RV　8，　9，　6c　‘dieser　Vatsa　tut　sich　mit　LiederR　fUr　euch　nicht

　GenUge’，　RV　8．　51．　3a　‘（lndra），　der　sich　mit　Liedern　nicht　GenUge　tut　（bzw．　sich　mit　Liedern　nicht

　zufriedenstelit）’．

18）　viRdha－te「（何かが）無くなる，　（何かに）欠けている」の認根vid簸一は，　vidhava一「寡婦」，

　vidhk一「独りぼっちの？」（意味不明）およびvidhura一「独りになった，足りない」と関係してい

　るように思われる。これらの語の形を見るとCaland　systemで説明できそうだが，ここで詳しく

　議論しないことにする。
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のsaparya一臓ずる」，　namasya一「敬意を払う」などの動詞と共にparicara阜a－karman一

「奉仕する行為」を表す動詞に分類されている。RVの注釈者であるSayapaは概ね

Naighaptuka　Kacdaのvidhemaの説明に従っているが19＞，彼は所々でvidh一をvi－dha一「分

け与える」の現在語幹と言い換えている20）。

　上で見たように，Thiemeの提案が出る前の20僅紀前半までの辞書や訳では，　vidh一は

「敬意を表する」あるいは「捧げる」と解釈されていた2i）。　vidh一は以下の（9）に示されて

いるように主に2つの構文を取り，ギ敬意を表する」で訳すか「捧げる」で訳すかという選

択は構文の種類に依る。つまり，対格を取るかどうかで訳が変わってくる。

　（9）vidh一が取る2種類の構文

　　（a）対格のないタイプ：「（供物を以て神に）敬意を表する」

　　（b）対格のあるタイプ：「（供物を神に）捧げる」

　以下の（10），（！！）は構文（a）の例である。（11）のように，具格の供物は表されていない。

　（10）　RV　2．　6．　2a　（Gayatrl）

　　apadi　te　agne　vidhem．
　　this－INs　2sG－DAT　Agni－voc　honor－AoR．opT．lpL

　　「Agniよ，これ（薪）を以てわれら願わくは，汝に敬意を表せんことを」22＞

　（ll）　RV　1．1365a　（Atya＄ti）

　　y6　　　　　mitrあノa　　　vdnt12diya一　　　⑳ガ励砂　　　　　　グdno

　　who－NoM　Mitra－DAT　Varuna－DAT　honor’AOR．IND．3SG　man－NOM

　　「MitraとVarunaに敬意を表した人は…」231

　以下の（12），（13）は構文（b）の例である。（12）は（13）と違って，具格の供物は表

されていない。

　（！2）　RV　1．　189．　ld　（Tri＄tubh）

　　醜⑳窃用解　　　　　　te　　　　7z4鯛α勲オゴ彫　　　vidhema

　　most．abundant－ACC　2SG－DAT　praise－ACC　offer－AoR．opT．lpL

　　「われら願わくは，汝（火神Agni）に最も豊富な称賛を捧げんことを」241

19）　例えば，vidhatib　paricaragiakarma，　vidhema　saparyatiti（SayaOa　ad　RV　1．36．2），　vidhema

　paricarema，　vidhatib　paricaratpakarma　（Sayana　ad　RV　1．　I　l4，　2），

20）　avidhat　vidadhati（Sayarpa　ad　RV　8．　23．21），　vidherna　vidadhmah，　kurma　ity　arthah　（Sayarpa　ad

　RV　8，　96，　8）．

21）　’den　G6ttern　（dat．）　dienen，　Ehre　erweisen；　sich　hingeben；　dienend／ehrend　hingeben，　widmen

　（mit　acc．）　’　［Petersburger　W6rterbuch　1070］　；　‘einem　Gotte　（dat，）　huldigen，　dieneR　（mit　oder

　ohne　ins．）；verehren；ehren　（acc．　mit　ins．）；jemandem　（dat．）　etwas　（acc．）　huldigend　hingeben，

　weihen，　widmen：hold　sein　〈von　Gbttern）’　［Grassrnann　1872：　1280］；‘recht　rnachen，　willfahrlg

　sein，　aufwarten，　dienen，　huldigen，　weihen，　verehren’［Geldner　RV訳］，

22）　Geldner［RV訳］1‘Damit　wollen　wir　dir　aufwarten，　Agni’．

23）Geldner［RV訳］：Welcher　Mann　es　dem　Mitra　und　Varupa　recht　gemacht　hat，．．∴

24）Geldner［RV訳］：Wir　wollen　dir　die　gr6Bte　Huldiguagsrede　recht　machen’．
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　（13）　RV　8．23．21ab　（U＄pih）

　　yO　asmai　havyadditibhir
　　who－NoM　3sG－DAT　gifts．of．oblations－INs

　　dihutim　mdrto　，ividhat
　　oblation－Acc　mortal－NoM　offer－AOR．IND．3SG

　　「供物から成る贈り物を以て，彼（火神Agni）に供物を捧げた人間は……」

　（10＞で見られるf与格の受益者÷具格の供物」構文は最も頻繁に現れるもので，それに

対して，（12），（13）のように対格を伴う構文は比較的少ない。以下にvidbが取る主な構1

文とその在乱数を表にまとめる25）。RV　6．1．10aにおけるmahi降大なものを～偉大に」の

形式が語的語か副詞かは曖昧で，そのため在証数が17～18圓および2～3回になっている。

　　　　　　　　　　　　表2vidh一が取る主な構文とその在読数

在証数 受益者 供　物 供　物

17～18圃

　　8園
　　5圃
　2～3圓

欠
口
各
各
久
信

手
季
↓
↑
↓
ぞ

与
野
二
君

対格
対格

賄
＝
賄

　上の表からはT受益者（神）が必ず与格に置かれていることが分かる。しかし，Grassmann

［1872：1280］，　Haudry〔1977：352］や多くの先行研究・RV訳において，受益者が対格に遣

かれる構文も想定されている。この構文の例としてGrassmannは次の（14）を挙げている26）。

　（14）　RV　8．96．8d　（Tri＄tubh）

　　謡初αηz　　　　ta　　　　　enti　　勿。煙　　　vidhema

　　vehemence－Acc　2SG－GEN／DAT　this－iNS　oblation－INs　honor－AoR．opT．lpL

　Geldnerは（14）を「この供物を以て我々は，汝の気力（acc．）に敬意を払おう」（wir

wolle鷺deinem　Mut　mit　diese磁Opfer　huldigen）と訳しており，彼はteを与格ではなく属格

で解釈し，そしてvidhemaという行為の受益者を対格のSt§mamで表されていると考えて

いる27）。

　しかし，Bodewitz［2008：92］が才k心しているように，　Sa＄ma一「気力，荒々しさ」は

somaを指している。またteがsomaの飲み手lndraを指していることから，この文を

　高話であるsomaを受益者Indraに捧げよう」と解釈できる。つまり，この構文は上の

25）　より詳しい表は付録に挙げるQ

26）　RV！．　149．　lc　apa　dhrajantam　adrayo　vidh2nn　itでは，　dhr農jantamはvidhanに支配されていな

　い。itの位麗から，⑳aとvidhanが繋がっていないことは明らかで，何らかの移動動詞が省略さ

　れていると考えられる［Thieme　1949：36　n．3］。なお，語根vidh一はpreverbを伴わない

　［HofEma登n　1969：5］。　Thiemeの訳は次の通りである：‘hin　zu　ihm，　der［kerbei一］fiiegt，［fiiegen＝

　（eilen）］　die　Steine，　Sie　woHen　［ihm］　zuteilen1

27）Jamison＆BreretoR〔20！4］も同様の解釈をしている：We　would　ho篇or　your　unbridled　force

　with　this　oblation’，脚注9も参照されたい。
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（13）と同じものであり，ここで受益者が対格に置かれていると想定しなくてもよいことに

なる。

　また，vidh一に対応する古アヴェスタ語の語根vld一は，　vidh一と同じthematicアオリス

トを形成しており，構文の観点からもvidh一と似ている振る舞いをしている。　vld一は3國

のみ在証されており，その例を以下に挙げる。

　（15）　Y．51．6

　　yが　　　　hδi　　　アzの　 厩翻オガ　　　　　　妙勿¢2　　ζz功づ欝

　　who－NOM　3SG－DAT　not　honor－AOR．SuBj．3SG　final－Loc　existence－GEN

　　uruuaese

　　turnlng．pomtrLOC

　　「彼（Ahura　Mazda）に献身しないものに〔悪いものよりより悪いものが起こる〕，世

　　の終末の一周に際して」28）

　（16）　Y．　53．　4

　　yd　fa6ro－i　viddi．．t　PaiSiiae一一cdi　vdistriiae－ibiiO

　　who－NoM　F　father－DAT　honor－AOR．suBJ．3sG　husband－DAT－and　herdsmen－DAT．pL

　　atca　　　＋測α窃αz6z‘6

　　and　family－DAT

　　「父のために献身し，また夫のために，牧面心たちのために，また家族のために〔献身

　　する〕女性は……」29｝

　（17）　Y．　33．　3

　　vid4s　　　　　　　厩紹ακ諏η廊即鰯δガ

　　honor－AOR．PT．NOM　or　zeal－INS　cow“DAT

　　「あるいはその人が熱意を以て牛so）に献身するなら……」31）

　上の例はすべて，ヴェーダ語にも見た「与格の受益者」構文を取っており，ヴェーダ語に

最も多く現れる具格を伴う構文も（17）に在証されていることが分かる。ヴェーダ語の場合，

vidh一の受益者が「神」であるのに対して，　vld一の場合にはギ神，父，（宗教的な意味をも

つ）牛」など，尊敬に値するものが受益者になっている。vidh一で見た対格を伴う構文は古

　28）和訳は配当1967を参考にした。Insler［1975：105］：‘（But　what　is　worse　than　bad　shall　be，）at

　　the　final　turning　point　of　existence，　for　that　rnan　who　shali　not　serve　Him’，

　29）　lnsier　［1975：111］：‘（For　1　shall　join　in　rnarriage　her　among　you，　the　one）　who　shali　serve

　　father，　husband，　pastors　and　family’．

　30）f牛」はここで，天則と正しい思考に従う世の中の在り方を表していると思われる［lnsler　1975：

　　25，　n．　2］．

　31）　lnsier　［1975　：　51］　：　‘（The　person　who　is　very　good　to　a　truthful　man，　be　he　ailied　by　family，　or　a

　　member　of　his　comrnunity，　or　allied　by　clan，　Lord，）　or　be　he　someone　who　continues　to　serve　the

　　cow　（the　good　vision）　with　zeal，　（such　a　person　shall　be　on　the　pastuye　of　truth　and　good

　　thinking）’．
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アヴェスタ語に在証されていない。また，vidh一とvid一は意味的にも共通しており，Thieme

およびHoffmannが提案した意味「分配する」ではなくて「敬意を表する，献身する」など

の意味を表している。

　以上のデータの考察：から次の重要な指摘ができる。それはvidh一の場合でもvld一の場合

でも，受益者が対格で現れる構文は存在しないということ。この事実は先行研究に指摘され

ておらず，vidh一の受益者を対格でも表示できるという誤った考え方は誤訳を生む他，形式

についての不適切な判断をももたらしている。

　例えば，（3）に挙げられている分詞vidhant一について，　Lowe［2015：243，265］は，この

分詞はRVにおいて「（神に）敬意を表する者，祭式に関わる者」を意味する名詞として語

彙化されていることを指摘している。以下の（18）はその例の一つである。

　（18）　RV　1．73．　Id　（Tri＄tubh）

　　h6tdi　iva　sddma　vidhat6　vi　tarit
　　hotar－NOM　like　seat－Acc　worshipper－GEN　pvB　traverse－AOR．INJ．3SG

　　FHotar二宮のように，彼（火鉢Agni）は敬意を表する者の席を横断する」32）

　この名詞用法の他に，vidhant一が対格を取っている2例をLoweは挙げており，このこ

とからvidhant一が本来の分詞としての機能をRVにまだ残していたと判断している。以下

にその2例を示す。

　（19）　RV　2．4．2ab　（Tri＄tubh）

　　imd彫　　　vidhdnto　　　　　　砂診卿　　　　sadhdsthe

　　this－Acc　worship－AOR．pT．NoM　watersrmGEN　seat－LOC

　　三品　　adadhur　　blzfgavo33）　か晦か　　の6々

　　once．again　install－IMpF．3pL　Bh￥gus－NoM　clans－Loc　Ayu－GEN

　（20）　RV　10．46．2ab　（Tri＄tubh）

　　imdm　vidhdnto　aPdinz3‘〉　sadhdsthe
　　this－ACc　worship－AOR．pT：　OM　waters－GEN　seat’LOC

　　加謡，算　　　nd　　nasl伽m　　　　Paddir　　　dinu　　　gman

　　cow－Acc　　like　　vanished－Acc　track：s－INS　PvB　　　follow－AOR．工NJ．3PL

Lowe［20！5：265］は2．42aおよび10、46．2aをWorshipping　this　one　in　the　seat　of　the

waters＿’と訳しており，他のほとんどのRV訳でも同様な解釈がなされている〔Geldner，

Renou，　Witzel＆Got6など］。しかし，　vidhant一がこの2例を除いて「（神に）敬意を表する

32）　Geldner［RV訳］：‘er　schritt　den　Opferplatz　des　Verehrers　ab　wle　der　Opferpriester’．

33）Van　Nooten＆Holland£1994］のbhrgavoは間違いである。

34）　IO．　46では，10音節から成るTr減ubhが多く見られる。これはこの讃歌の特徴の一つと考えら

　れるので，10．46．2aが2、　4．　2aと岡じ形式を含んでいるにもかかわらず，韻律：上の理由から10．46．

　2aのapamをapゑmと読まないことにする。
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者」を意味する名詞として機能している事実，また上で見たvidh一の受益者が対’格で現れ

ない事実から，（19），（20）におけるimamはbpadaに出てくる定動詞に：支：配されていると

考えるのが妥当である。実際に，Jamison＆Brereton［20！4：406，1452］はそのように解釈

をしている：‘This　one　here－having　doae　honor（to　hi鵬）in　the　seat　Of　the　waters－once

again　the　Bhrgus　have　installed　among　the　clans　of　Ayu’，　‘This　one　here　一　having　done　honor

（to　him）　in　the　seat　of　the　waters，　they　followed　him　along　his　tracl〈s　like　a　vanished　cow’．　2．　4

および10．46の讃歌全体における対格に置かれる名詞と動詞の配列など，語順の点からもa

padaのimam（瓢agnim）がb　padaの定動詞に支配されているという解釈を支持する特徴

が見られる。例えば，2．4．2の直後の2．4．3aにagnimがpadaの初めに現れ，これは次のb

padaのdhuhで支配されている。つまり2．4．2abのim2m（＝agnim）．、．adadh晦「彼らは

この者（Agni）を捉えつけた」と2．4．3abのagnim．．，dh晦r彼らはAgniを捉えつけた」

は並行的な構造を示している。

　表2に見られるように，vidh一の場合，受益者が与格に置かれ，供物が表されている場合

にはそれは対格か具格で現れる。1）elbrUck［1888：305］が指摘しているように，　vidh一は

Id一，　daS一，　saparya一などと同じく「祭式動詞」の一種である。さて次に，　Id一，　d2S一，　saparya一

がどのような構文を取っているのかを見てみよう。

　Haudry［1977：344－363〕では，「祭式動詞」がどのような名詞句と共に現れ，その名詞

句がどのような格に置かれるのかが詳しく紹介されている。上で晃たように，vidh一につい

て，Haudry［！977：352］は受益者が対格に置かれる構文を誤って挙げているが，この点を

除くと，vidh一とid一，　da§一，　saparya一との間に重要な違いを見て取ることができる。これら

の動詞とともに供物が表されている場合，vidh一，　ld一，　das一，　saparya一では，供物は品格でも

対格でも現れる。しかし，受益者が表されている場合，vidh一は与格しか許さないのに対し

て，ld一，　da§一，　saparya一では受益者が与格にも対格にも置かれる。以上は以下の表3のよう

にまとめることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　表3　祭式動詞の名詞句の格

動　詞 受益者 供　物

vidh－

　id－

　das－

saparya一

　与格
与格～対格

与格～対格
与季各～対“季各

具格～対格

具格～対格

具格～対格

具格～対格

　これらの動詞で共通しているのは，供物は具格でも対格でも現れることができるという点

である。この振る舞いは祭式動詞の特高の一つであり，紀元前の文法家の間でもよく指摘さ

れた事実である。例えば，Katyayana（ad　P2pini　l．　4．　32）はkarmanah　karapasapajfia

「karman　karaka（直接穏的語，ここで対格が付与される）の代わりにkarana　karaka（道

具・手段　ここで具格が付与される）という名称〔が導入される〕」と述べ，この現象の例

としてPatafijaliはpa6una　rudra単yalate「彼は家畜を以てRudraに奉仕する」を挙げてお
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り，この文はpa§u卑rud捻ya　dadati「彼は家畜をRudraに捧げる」と同じ意味を表してい

ると指摘している。また，P的ini　2．3．3によると，ヴェーダ語では，祭式動詞であるhu一

「（注いで）捧げる」の直接目豹語を表すのに具格も使われる。

　表2を見ると，大半の場合にはvidh一は対格を伴っていないことが分かる。また，対格

で現れる名四句と具格で現れる名詞句を比較すると，khutim～havyaib，　manah～matibhib，

vacab～st6maib，　nainaUktim～ukthaibのように，意味的に近い語が認められる。これらの

点から，供物が対格に置かれるのは一種の統語的なヴァリアントに過ぎないと考えられ，

従ってr与格の受益者＋対格の供物」という構文に重きを置いてvidh一の意味を「分配す

る」と推察しているThieme説には問題がある。

　RVではvidh一の受益者が決して対格に置かれないことが明らかになった。一方，後の

Atharvaveda＄aunaka（AV＄）ではTどうであろうか。付録2にAV§におけるvidh一の用

例を全てまとめているが，これを兇るとRVと嗣じく最も頻繁に現れる構文は「与格の受益

者＋旧格の供物」である。しかし，興味深いことに受益者が対格に置かれる構文も2團在証

されている。以下にその2例を挙げる。

　（2！）　AVS　1．12．2abc　（Tri＄tubh）

　　ange－ange　soczsa　szsrryazzaln
　　each．lifnb－Loc　burning－INs　lurking－Acc

　　namasydntas　tvtz　havisdi　vidhema
　　paying．homage－NoM　you－Acc　oblation－INs　honor－AoR．opT．lpL

　　af）fedint　sama7・2fedin　havisa　vidhema

　　hooks－Acc　grapples－Acc　oblation－INs　honorrmAOR．OpT．lpL

　　f焼けるような痛みを伴う，それぞれの関節に宿る汝に，われら願わくは，供物を以て，

　　尊敬しつつ，敬意を表せんことを。供物を以て，われら願わくは，引っ掛け・つかみに

　　敬意を表せんことを」SS）

（22）　AVS　6．39．2ab　（Tri＄tubh）

　dchd　na　indram
　towards　lpL－GEN　lndra－Acc

　yasasvzna7？1　namasana

　glorious－Acc　worshipping－NoM

ツα面sα彫　　　」y爵。肋〃

glorious－Acc　glories－INs

　vidhema

　honor－AOR．OPT．IPL

「名声のある，名声に満ちた，我らのlndraに対して，名声を以て，尊敬するわれら願

わくは，敬意を表せんことを」36＞

35）　Whitney　［1905：　13i：‘Thee，　lurking　in　each　iimb　with　burning，　we，　paying　homage，　wouid

　worship　with　oblation　；　we　would　woi“ship　with　oblation　the　hooks，　the　grapples　．　．　．　’．

36）　Whitney　［i905　：　310］　：　‘Unto　our　glorious　lndra，　rich　in　glory，　would　we，　rendering　homage，　with

　glories　pay　worship’．
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　（21）のtva「汝を」は病気の一種と思われる。対応する箇所がAtharvaveda　Paippalada

（AVP＞にも在証されており，そこでは動調はvidhemaではなくてyajamiである。　yaj一の

受益看は通常対格に置かれるので，またvidh一とyaj一が意味的に近いことから，AVの時代

にはvidh一はyaj一の影響を受けて受益者が対格に置かれていると考えられる。（22）も興味

深い例で，a　padaの文頭に対格を支配するachaがある。それによって，受益者である

Indraが対格に置かれている可能性はあるが，その詳細は明らかでない。　Thieme［1949：

36］が指摘しているように，Vajasaneyisamhita（VS）およびTaittirlyabrahmana（TB）

の時代になるとvidh一はyaj一との類推で受益者が対格に置かれることもある。　RVにおい

て，対格の受益者構文は一切見られないが，RV以降のAVやVS，　TBにおいてこの二次的

な用法が認められる。

皿　他　の　問　題

　対格が現れる構文に重きを置き過ぎるという問題以外にも，vidh一をvi－dha一から導く

ThiemeおよびHoffmannの説には問題がある。上でも触れたように，　vidh一の場合には，

人間が動作主で神が受益者であるのに対してvi－dha一は神が動作主で人問が受益者である

［Bodewitz　2008：81〕。また，ヴェーダの祭式では人間が神に供物をf分配する」というよ

うな発想は見受けられない37）。

　ThiemeとHoffmannの考え方では，　preverb　viと語根dha一の語根アオリストの形式が

thematicアオリストとして再解釈された結果新しい語根vidh一ができた。　vi－dha一から

vidh一を導くために，　Hoffmann［1969：4－5］はヴェーダ語に他に存在しないような形式，

つまり語根アオリスト分詞＊dhant一（V“dha一）や語根アオリスト希求法’dhemaを想定して

いる38＞。またpreverb　viが語根dha一の一部になっているとも想定している。しかしながら，

これに並行する現象はヴェーダ語には他に見られない。

士
口糸 語

　以上，ヴェーダ語vidh一および古アヴェスタ語vid一は，　vi－dha一「分配する」と無関係

で，インド・イラン祖語ですでに独立した語根＊（H）uidt’一3｛）にさかのぼると考えられる‘tO）。

’（H）uidh一はthematicアオリストのみを形成する。この動詞は祭式動詞の一種であり，神

37）詳しくはBodewitz［2008］を参照。

38）　これらの問題についてはCatt［2014：！－23］を参照。

39）初頭の喉音についてはLubotsky［1994］を参照。

40）Inslerこ！975：　20！］もThleme／Hoffmannの説を否定し，インド・イラン祖語＊vidh一を想定し

　ている。
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である受益者が与格に置かれる構文を取っていた。vidh一について，受益者が対格に置かれ

る構文は多くの先行南丘において想定されているが，この構文はRVでは現れず，　AVに初

めて非典型的な構文として見られる。また，vindha－teは，　Petersburger　W6rterbuchでも

想定されているように「（何かが）無くなる，（何かに）欠けている」を意寄し，この語根は

vidh一「敬意を表する，捧げる」とは別のものであると論じた。

　インド・イラン祖語“（H）uidh一の起源は明らかでない。もしこの語根がラテン語d1vid6，

dividereギ分ける」とトカラ語AB　watk一「決まる，異なる，分ける，命令するなど」と閣

係するなら，＊（d）ui－dhh「「11つに分ける」にさかのぼると考えることができるかもしれな

い。しかし，「二つに分ける」と，インド・イラン祖語＊（H）uidh一「敬意を表する，捧げる」

との間には大きな意味の差があると言わざるをえない。特にラテン語divid6，　dividereでは，

f分ける」という意味がはっきりしているが，この語は祭式動詞としては使用されない。

　vidh一をvi－dha一から導くThiemeとHoffmannの説は直感的に分かりやすく，それゆえ

にこれまで非常に強い影響力を及ぼしてきた。しかし実際の言語事実を文献学的に詳細に検

証すれば，問題点が浮き彫りになる。

略号・一・一eq

acc＝：accusatlve

act　＝actlve

aor＝　aorlst

AV＝Atharvaveda

AVP”＝　Atharvaveda　Paippalada

AVS＝　Atharvaveda　Saunaka

dat篇（至ative

f＝ferninine

gen＝：genltlve

impf＝；imperfect

ind＝　indicative

inf＝infinitive

ユnjゴ階1漁junctlve

ins＝＝instrumental

互OC扁10cative

mid需rni（藁dle

nom＝＝nommatlve

opt　＝optatlve

pl　＝plural

prurpyesent

pt篇＝particip王e

pvb＝　preverb

RV＝　Rgveda

sg＝＝singular

subj＝：subjunctive

voc＝vocatlve
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　　　　　　　　　　　　　　　　　付録1：RVにおけるvidh一の構文

　　　　　　　　　　　　　　　与・格（受益者）十具格（供物）：17～18回
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形　式 箇　所 一与　格 具　格

vidhema

vidhema

vidhema

avidhat

vidhema

vidhema

vidhenユa

vidhema
［mahiが副詞であれば］

avidhat

vidhema

vidhema

vidhema

vidhema

vidhema

vidhema

vidhema

vidhema

vidhema

1．　114．　2b

2．　6．　2a

2．　9．　3ab

2．　26，　4a

2，　35，　12ab

4，　4．　15a

5，　4，　7ab

6，　1，　IOab

6，　54．　4a

7，　14．　2a

7，　63．　5cd

8．　23．　23abc

8．　43．　！1c

8．　48．　12c

8．　48．　13c

8．　54．　8a

10．　168，　4d

10．　121．　1－9d　devaya

te　（＝Rudra）

te　（wr　Agni）

te　（　”Agni）

asmai　（＝＝Brahmagaspati）

asmai　（　＝Apam　Napat）

te　（＝＝Agni）

te　（ur　Agni）

te（需Agni），mah合

asmai　（＝Ptt＄an）

te　（＝Agni）

v2m　（urMitra，　Varuna）

agnaye

agnaye

somaya
亡e　（＝＝　lndu）

te　（　＝　lndra）

vataya

namasa
ayh　（＝samidhti）

st6maih

havyaib

yajfiaih，　namasa，　havirbhih

samidha

ul〈thAiki，　havyaih

namobhib，　samidha，　havy2ih，

g至rbhi麺，　uktha恥

havisa

sam重dha

namobhi垣，　havyaiね

matibhih

st6maih

havis2

hav至＄a

st6mebhih

havis農

havisa

与格　（受益者）　：8圓

形　十 二　所 与 格

vidhema

vidhati

avidhat

avidhat

avidhat

vidhat

avidhat

avidhat

1．　36．　2b

l．　120．　lc

圭．136．5a

2．　1．　7d

2．　1．　9c

8．　5．　22a

8，　27，　15d

IO，　83．　la

te　（＝；Agni）

vam（＝ASvins）［vamはcpadaに現れないが，　a，　b　padaと並行的な構造を示し

　　　　　　　　　　　　　　ている点から，vamが。　pada　X省略されていると考えられるl

mltraya，　varupaya

te　（＝AgRi）

te　（＝AgRi）

varn　（＝　Agvins）

dhamabhyah

te　（”　Manyu）

与格（受益者）÷対格（供物）15回

形　式 箇　所 与　絡 対　格

vidhema

vidhanta

vidhemahi

avidhat

avidhat

1．　189，　ld

3．　3．　Iab

8．　！9．　16d

8．　61．　9ab

9．　！14．　ld

te　（＝Agni）

valsvanaraya

te　（me　Agni）

te　（＝lndra）

te　（＝Soma）

namaUktirn

ratna

tat　（xdyumnam）

vacah

m2nah

与格（受益者）十対格（供物）十具格（供物）：2～3囲

形　式 箇　所 与　格 対　格 具　格

vidhema

農vidhat

vidhema

6．　1．　10ab

8．　23．　21ab

8・　96r　8d

te　（＝Agni），　rnah6

asmai　（＝Agni）

te　（　＝lndra）

mahi［匿莚言司？］

ahutim

SUS頚aam

narnobltih，　samidha，　havyaib，

g1rbhi強，　uktha恥

havya（蓬2tibhi麺

havisa
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　その他の構文

形　式 箇　所 具　格

vidhan

vidhema

1．　149．　lc

2．　24．　Ib glra

付録2：AVSにおけるvidh一の構文

形　式 箇　所 与格（受益考） 対格（受益者〉 具格（供物） 対格（供物）

vidhema

vidhema

vidhema

avidhat

vidkema

vidhema

vidhema

vidhema

vidherna

vidhema

vidhema

vidhema

1．　12．　2　（2x）

1．　31．　1

4．　2．　1－8　（＝＝RV）

4．　32．　1　（一RV）

6．　39．　2

6．　41．　1－2

6．　80．1　（一　6，　80．　3）

6．　97．　1

7．　79．　3

7．　109，　6

10．　3．　23

18，　2．　49

asapa皇6bhyab等

devaya

te　（＝＝Manyu）

m加ase，　C6tase等

te

amavasyayal

t6bhyah　（＝lndu）

sarp6bhyab

pitebhyah

等加臨a氏V亡

一

…

m餓慮「
－

havisa

hav重sa

hav至sa

yasobhib

havfsa

havfs2

havi＄a

havis農

namasa

漁amasa

havih


